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政
府
主
催
に
よ
る
「
東
日
本
大

震
災
七
周
年
追
悼
式
」
が
3
月
11

日
、
国
立
劇
場
で
行
わ
れ
、
山
田

一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会
議
長
）

が
参
列
し
た
。

追
悼
式
で
は
、
秋
篠
宮
同
妃
両

殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
に
、
遺
族

の
方
々
を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大

臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

最
高
裁
判
所
長
官
、
各
界
代
表
な

ど
が
参
列
。
午
後
2
時
46
分
か
ら

1
分
間
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。

安
倍
晋
三
・
内
閣
総
理
大
臣
の

式
辞
に
続
い
て
、
秋
篠
宮
殿
下
が

お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。
衆
参

両
院
議
長
、
最
高
裁
長
官
、
遺
族

代
表
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
参
列

者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た
。

秋秋
篠篠
宮宮
殿殿
下下
のの
おお
ここ
とと
ばば

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
東
北

地
方
を
中
心
に
東
日
本
を
襲
っ
た

未
曽
有
の
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津

波
に
よ
り
、
2
万
人
を
超
え
る
死

者
及
び
行
方
不
明
者
が
生
じ
ま
し

た
。
震
災
発
生
後
、
刻
々
と
伝
え

ら
れ
る
現
地
の
状
況
と
押
し
寄
せ

て
く
る
津
波
の
映
像
は
、
7
年
を

経
た
今
で
も
決
し
て
脳
裏
か
ら
離

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
一
同
と
共
に
、
震
災
に
よ
っ

て
亡
く
な
っ
た
人
々
と
そ
の
遺
族

に
対
し
、
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

大
震
災
か
ら
の
7
年
間
、
被
災

地
に
お
い
て
、
人
々
は
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
手
を
携
え
て
、

復
興
に
向
け
て
の
努
力
を
弛
み
な

く
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

努
力
を
支
援
す
る
た
め
、
国
や
全

国
の
自
治
体
、
そ
し
て
国
内
外
の

多
く
の
人
々
が
、
様
々
な
形
で
力

を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
住
宅
の
再
建
や
高

台
移
転
、
産
業
の
回
復
、
生
活
環

境
の
整
備
、
防
災
施
設
の
整
備
な

ど
多
く
の
進
展
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て

も
、
帰
還
し
て
生
活
を
再
開
で
き

る
地
域
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
悲
し
み
や

困
難
の
中
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
、
未
来
に
向
け
て
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、
今

な
お
多
く
の
被
災
者
が
、
被
災
地

で
、
ま
た
、
避
難
先
で
、
依
然
と

し
て
不
自
由
な
生
活
を
続
け
て
い

る
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
、
帰
宅
可
能
な
地
域
が
広

が
る
中
、
い
ま
だ
に
自
ら
の
家
に

帰
還
す
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な

い
人
々
も
多
い
こ
と
、
基
準
に
照

ら
し
て
放
射
線
量
の
問
題
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
農
林
水
産
業

な
ど
に
影
響
が
残
っ
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、
心
が
痛
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
避
難
生
活
が
長
期
化
す
る

中
で
、
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
被

災
者
の
心
身
の
健
康
の
こ
と
は
、

深
く
心
に
掛
か
り
ま
す
。

困
難
な
状
況
に
い
る
人
々
、
一

人
ひ
と
り
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
健
や
か
で
平
穏
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た

復
興
の
歩
み
が
着
実
に
進
展
し
て

い
く
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
国
民
が

心
を
一
つ
に
し
て
被
災
し
た
地
域

や
人
々
に
末
永
く
寄
り
添
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
大
き
な
犠
牲

の
下
で
、
私
ど
も
は
日
頃
の
防
災

訓
練
や
防
災
教
育
、
そ
し
て
過
去

の
災
害
の
記
録
と
記
憶
の
継
承
が

い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
学
び
ま

し
た
。
こ
の
教
訓
を
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
皆
が
防
災
、

減
災
の
心
を
培
う
と
と
も
に
、
そ

れ
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
災

害
の
危
険
か
ら
多
く
の
人
々
が
守

ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

今
な
お
困
難
を
背
負
い
な
が
ら

も
、
復
興
に
向
け
て
日
々
努
力
を

続
け
て
い
る
人
々
に
思
い
を
寄
せ
、

一
日
も
早
く
安
ら
か
な
日
々
が
戻

る
こ
と
を
皆
で
祈
念
し
、
御
霊
へ

の
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

【
出
典
�
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

安安
倍倍
総総
理理
式式
辞辞

本
日
こ
こ
に
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
「
東
日
本
大

震
災
七
周
年
追
悼
式
」
を
挙
行
す
る

に
当
た
り
、
政
府
を
代
表
し
て
、
謹

ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
が
失

わ
れ
、
東
北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
の
発
生
か
ら
、
七
年
の
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。

最
愛
の
御
家
族
や
御
親
族
、
御
友

人
を
失
わ
れ
た
方
々
の
お
気
持
ち
を

思
う
と
、
今
な
お
哀
惜
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。こ
こ
に
改
め
て
、衷
心
よ
り

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。ま
た
、被
災

さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

七
年
の
歳
月
が
流
れ
、
被
災
地
で

は
復
興
が
一
歩
ず
つ
着
実
に
進
展
し

て
お
り
ま
す
。
地
震
・
津
波
被
災
地

域
で
は
、
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
復
旧
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
住
ま
い

の
再
建
も
今
春
ま
で
に
9
割
が
完
成

す
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

※
4
月
1
日
、
川
口
市
、
八
尾
市
、

明
石
市
、
鳥
取
市
、
松
江
市
が

施
行
時
特
例
市
（
3
月
31
日
現

在
36
市
）
か
ら
、
福
島
市
が
一

般
市
（
同
6
8
7
市
）
か
ら
、

中
核
市
に
移
行
し
、
右
表
の
と

お
り
と
な
っ
た
。
中
核
市
移
行

の
記
事
は
次
号
に
掲
載
す
る
。

【
2
面
下
へ
続
く
】

第2044号4月5日平成30年
（２０１8年）

4月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核 ※市 54市
施行時特例 ※市 31市
一般 ※市 686市
特別区 23区
計 814

東
日
本
大
震
災
七
周
年
追
悼
式

秋篠宮同妃両殿下のご臨席のもと
式辞を述べる安倍総理

【出典＝首相官邸ホームページ】

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生

（1） 平成30年4月5日 第2044号



政
府
は
3
月
9
日
、
「
地
域
の

自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

案
（
第
8
次
地
方
分
権
一
括
法

案
）」を
閣
議
決
定

し
、
国
会
に
提
出

し
た
。

同
法
案
は
「
平

成
29
年
の
地
方
か

ら
の
提
案
等
に
関

す
る
対
応
方
針
」

（
29
年
12
月
26
日

閣
議
決
定
�
本
紙

2
0
3
7
号
4
・

5
面
に
掲
載
）
の

う
ち
、
対
応
・
実

現
の
た
め
、
関
係

法
律
の
整
備
を
行

う
も
の
で
あ
り
、

15
法
律
を
一
括
し

て
改
正
す
る
。
事

務
・
権
限
の
移
譲

で
3
法
律
、
義
務

付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
等
で
14
法

律（
2
法
律
重
複
）

の
改
正
と
な
る
。

29
年
の
提
案
募

集
に
つ
い
て
は
、
募
集
開
始
か
ら

対
応
方
針
、
一
括
法
案
ま
で
、
内

閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:
/

/w
w
w
.c
a
o
.g
o
.jp
/b
u
n
k

e
n

―su
ish
in
/te
ia
n
b
o
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u

/2
0
1
7
/in
d
e
x

―h
2
9
.h
tm

l

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

本
紙
で
も
、
提
案
時
（
2
0
2
0

号
3
・
4
面
）
か
ら
、
第
1
次
回

答
時
（
2
0
2
2
号
4
面
）
、
再

検
討
の
視
点
の
提
示
時
（
2
0
2

6
号
3
面
）、
第
2
次
回
答
時（
2

0
2
9
号
3
面
）、対
応
方
針
閣
議

決
定
時
と
記
事
を
掲
載
し
て
き
た
。

以
下
、
法
律
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
、
市
区
が
対
象
に
含
ま
れ
る

事
項
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

【
事
務
・
権
限
の
移
譲
】

松
山
市
ほ
か
提
案
の
「
幼
保
連

携
型
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認

定
等
の
権
限
の
都
道
府
県
か
ら
中

核
市
へ
の
移
譲
」
は
、
重
点
事
項

と
さ
れ
て
い
た
（
本
紙
2
0
2
0

号
4
面
な
ど
に
掲
載
）
。
提
案
の

通
り
、
幼
保
連
携
型
以
外
の
認
定

こ
ど
も
園
の
認
定
等
の
事
務
・
権

限
が
移
譲
さ
れ
る（「
就
学
前
の
子

ど
も
に
関
す
る
教
育
、保
育
等
の

総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」）
。

【
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
】

豊
田
市
ほ
か
提
案
の
「
社
会
保

障
分
野
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

利
用
事
務
に
つ
い
て
情
報
連
携
の

項
目
を
追
加
す
る
よ
う
見
直
し
」

は
重
点
事
項
と
さ
れ
て
い
た
（
本

紙
2
0
2
0
号
4
面
な
ど
に
掲

載
）
。
同
市
は
予
防
接
種
実
費
徴

収
事
務
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
特
定
個
人
情
報
（
生
活

保
護
、
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給

付
な
ど
関
係
情
報
）
を
利
用
可
能

と
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
た
が
、

他
に
提
案
の
あ
っ
た
事
務
に
お
い

て
も
連
携
情
報
の
利
用
が
可
能
と

な
る
（
表
参
照
）（「
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
」）
。

そ
の
ほ
か
、
▽
災
害
援
護
資
金

の
貸
付
利
率
（
現
行
3
％
）
に
つ

い
て
、
市
町
村
が
条
例
で
設
定
で

き
る
よ
う
見
直
し
▽
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
居
室
の
床

面
積
の
基
準
に
つ
い
て
、
保
育
所

と
同
様
に
一
部
地
域
に
お
い
て

「
従
う
べ
き
基
準
」
か
ら
「
標
準
」

に
緩
和
▽
特
定
教
育
・
保
育
施
設

の
利
用
定
員
の
設
定
・
変
更
に
係

る
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
の
協

議
を
事
後
届
出
に
見
直
し
▽
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
地
方
税
関

係
情
報
の
情
報
連
携
を
可
能
と
す

る
と
と
も
に
、
入
所
措
置
等
の
費

用
徴
収
に
関
す
る
事
務
処
理
に
お

い
て
、
行
政
機
関
が
本
人
等
の
収

入
状
況
に
関
す
る
報
告
を
求
め
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
等
の
規
定
を

整
備
▽
競
輪
開
催
に
お
け
る
市
町

村
か
ら
国
（
経
済
産
業
大
臣
）
へ

の
届
出
に
係
る
都
道
府
県
経
由
の

義
務
付
け
を
廃
止
―
な
ど
が
な
さ

れ
る
。

【
1
面
か
ら
続
く
】

原
発
事
故
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
福
島
の
被
災
地
域
で
は
、

避
難
指
示
が
順
次
解
除
さ
れ
、
ま
た
、

帰
還
困
難
区
域
に
お
い
て
も
特
定
復

興
再
生
拠
点
の
整
備
が
動
き
出
し
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
7
万
人

を
超
え
る
方
々
が
避
難
さ
れ
、
七
年

間
に
も
及
ぶ
長
期
に
わ
た
っ
て
不
自

由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
に
戻

る
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
方
々
も

数
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

被
災
者
お
一
人
お
一
人
が
置
か
れ

た
状
況
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
今
後

と
も
、
避
難
生
活
の
長
期
化
に
伴
う

心
の
復
興
や
心
身
の
ケ
ア
、
生
活
再

建
の
た
め
の
相
談
に
加
え
、
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
取
組
な
ど
、

生
活
再
建
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
力
を
注
ぐ
と
と

も
に
、
原
子
力
災
害
被
災
地
域
に
お

け
る
帰
還
に
向
け
た
生
活
環
境
の
整

備
、
産
業
・
生
業
の
再
生
支
援
な
ど
、

復
興
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
時
に
、
震
災
に
よ
る
大
き
な
犠

牲
の
下
に
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
、

胸
に
刻
み
な
が
ら
、
英
知
を
結
集
し

て
、
防
災
対
策
を
不
断
に
見
直
し
て

ま
い
り
ま
す
。
政
府
一
丸
と
な
っ
て
、

災
害
に
強
い
、
強
靭
な
国
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
、改
め
て
、こ
こ

に
固
く
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

震
災
の
発
生
以
来
、
地
元
の
方
々

の
御
努
力
を
は
じ
め
関
係
す
る
全
て

の
方
々
の
大
変
な
御
尽
力
、
全
国
各

地
か
ら
の
御
支
援
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
復
興
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
こ
こ
に
御
列
席
の
、
世
界
各
国

・
各
地
域
の
皆
様
か
ら
も
、
多
く
の
、

温
か
く
心
強
い
御
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

災
害
と
の
戦
い
は
、
世
界
共
通
の

課
題
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

と
我
が
国
が
有
す
る
防
災
の
知
見
や

技
術
を
皆
様
の
国
・
地
域
の
災
害
被

害
の
軽
減
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
も

ま
た
、我
々
の
責
務
で
す
。今
後
と
も
、

防
災
分
野
に
お
け
る
国
際
貢
献
を
、

一
層
強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

我
が
国
は
、幾
度
と
な
く
、国
難
と

言
え
る
よ
う
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、そ
の
度
に
、勇
気
と
希

望
を
も
っ
て
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。今
を
生
き
る
私
た
ち
も
、先
人

た
ち
に
倣
い
、手
を
携
え
て
、前
を
向

い
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

御
霊
の
永
遠
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ

と
を
改
め
て
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
御
遺
族
の
皆
様
の
御
平
安

を
心
か
ら
祈
念
し
、
私
の
式
辞
と
い

た
し
ま
す
。

平
成
30
年
3
月
11
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍
晋
三

【
出
典
�
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
表
記
も
こ
れ
に
従
っ
た
）
】

改正後
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

改正前
〇
×
〇

×

〇
×
〇
×
〇
×

連携情報
予防接種実施関係情報
障害者関係情報
地方税関係情報等

生活保護関係情報
中国残留邦人等支援給付等関係情報
地方税関係情報等
医療保険給付関係情報
地方税関係情報等
医療保険給付関係情報
障害者関係情報等
地方税関係情報

事 務

Ⅰ予防接種実施事務

Ⅱ予防接種実費徴収事務

Ⅲ小児慢性特定疾病医療費支給事務

Ⅳ特定医療費支給事務

Ⅴ身体障害者福祉法又は知的障害者福祉法
による入所の措置等に係る費用徴収事務

地
方
か
ら
の
提
案
の
実
現
に
向
け
、

15
法
律
を
一
括
改
正

第
8
次
分
権
一
括
法
案
が
閣
議
決
定

表 マイナンバー利用事務における特定個人情報の情報連携項目への追加

➡

➡

➡

➡

➡
※資料から抜粋して本紙が作成
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2
月
8
日
に
都
市
行
政
問
題
研
究
会
第
1
0
7
回
総
会
（
2
0
4
1

号
4
面
に
記
事
）
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
「
『
都
市
に
お
け
る
広
域

連
携
の
あ
り
方
』
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
の
「
第
Ⅱ
章
都
市
に

お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
今
号
と
次
号
で
概
要
を
掲

載
す
る
。
今
号
で
は
「
1
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
を
取
り
巻
く
状
勢

の
変
化
」
「
2
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
。

な
お
、
報
告
書
は
、
3
月
16
日
に
加
盟
市
、
30
日
に
全
市
区
へ
送
付

し
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

1

都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
を

取
り
巻
く
状
勢
の
変
化

（
1
）広
域
連
携
に
係
る
制
度
の
沿

革
に
つ
い
て

①
明
治
期
に
お
け
る
広
域
連
携

明
治
の
大
合
併
に
よ
り
、
行
政

村
約
7
万
1
0
0
0
団
体
が
約
1

万
6
0
0
0
団
体
に
。
市
制
・
町

村
制
の
改
正
に
よ
り
、
一
部
事
務

組
合
が
市
に
も
認
め
ら
れ
、
合
併

に
代
わ
る
手
法
（
便
法
）
で
は
な

く
、
行
政
能
率
を
発
揮
す
る
た
め

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
、
広
域
連
携
の
必
要
性
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
昭
和
期
に
お
け
る
広
域
連
携

昭
和
の
大
合
併
後
、
市
町
村
数

は
約
3
5
0
0
団
体
に
。
地
方
開

発
事
業
団
制
度
創
設
や
広
域
市
町

村
圏
開
始
を
は
じ
め
社
会
情
勢
な

ど
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
多
様

な
広
域
連
携
制
度
が
創
設
さ
れ
発

達
し
て
き
た
。

③
平
成
期
に
お
け
る
広
域
連
携

平
成
の
大
合
併
後
、
平
成
22
年

に
は
、
約
1
7
0
0
市
町
村
ま
で

減
少
。
定
住
自
立
圏
の
開
始
な
ど

広
域
連
携
制
度
は
多
様
化
。
こ
れ

ま
で
の
広
域
連
携
制
度
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
が
実
施

さ
れ
た
。

広
域
連
携
の
仕
組
み
と
運
用
状

況
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
通
り
。

④
市
町
村
合
併
施
策
と
広
域
連
携

施
策

大
合
併
の
後
に
は
必
ず
広
域
連

携
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
地
方
分

権
改
革
が
進
展
し
、
平
成
の
大
合

併
を
経
て
、
広
域
連
携
の
取
り
組

み
の
進
展
が
想
定
さ
れ
る
。

（
2
）新
た
な
広
域
連
携
に
係
る
社

会
経
済
状
況
の
変
化
に
つ
い
て

①
人
口
減
少
社
会
、
少
子
高
齢
化

の
到
来

人
口
推
計
（
平
成
29
年
4
月
10

日
公
表
）
で
は
、
現
役
世
代
の
割

合
が
低
下
し
、
高
齢
者
が
増
え
続

け
る
構
造
に
大
き
な
変
化
は
な
い

と
さ
れ
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

②
市
町
村
合
併
の
進
展
と
そ
の
影

響市
町
村
合
併
の
影
響
で
、
基
礎

自
治
体
の
行
政
体
制
の
整
備
が
大

き
く
進
展
し
、
一
般
的
に
は
財
政

基
盤
の
強
化

が
行
わ
れ
て

い
る
。

一
方
、
小

規
模
市
町
村

も
多
く
、
広

域
的
な
連
携

の
仕
組
み
を

積
極
的
に
活

用
し
、
複
数

の
自
治
体
の

協
力
に
よ
り
、

よ
り
効
率
的

で
質
的
に
向

上
し
た
事
務

処
理
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

③
国
・
地
方

の
財
政
状
況

今
後
も
税

収
の
減
少
、

福
祉
費
用
の

増
大
、
公
共

施
設
更
新
需

要
の
増
大
な
ど
、
地
方
自
治
体
の

財
政
制
約
が
一
層
の
厳
し
さ
を
増

す
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
、
地
域
経
済
の
維
持
・
活
性

化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
選
択

と
集
中
を
徹
底
し
、
さ
ら
な
る
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
単
独
で

対
応
で
き
る
事
務
で
も
他
の
自
治

体
と
の
広
域
連
携
の
方
策
を
探
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

2

都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の

必
要
性

（
1
）広
域
圏
構
想
の
展
開
に
つ
い

て
①
広
域
行
政
圏
の
展
開
（
昭
和
44

（
1
9
6
9
）年
〜
平
成
20（
2

0
0
8
）年
）

ニ
ー
ズ
の
増
大
と
と
も
に
、
高

度
化
・
広
域
化
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
す
る
た
め
、
大
都
市
の

中
心
部
を
除
き
全
国
に
広
域
行
政

圏
（
知
事
が
設
定
。
地
方
圏
の
広

域
市
町
村
圏（
人
口
10
万
人
以
上

を
標
準
）と
大
都
市
の
大
都
市
周

辺
広
域
行
政
圏（
同
40
万
人
以
上

を
基
準
））
が
設
定
さ
れ
、平
成
20

年
に
は
3
5
9
圏
域
と
な
っ
た
。

社
会
経
済
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
、

20
年
度
で
廃
止
と
な
っ
た
。

②
定
住
自
立
圏
の
取
組
（
平
成
20

（
2
0
0
8
）年
〜
）

平
成
20
年
12
月
、
「
定
住
自
立

圏
構
想
推
進
要
綱
」
が
示
さ
れ
た
。

定
住
自
立
圏
は
、
圏
域
と
し
て
必

要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
中
心
的

な
役
割
を
担
う
意
思
を
有
す
る
中

心
市（
人
口
5
万
程
度
以
上（
最
低

で
も
4
万
人
超
）、
か
つ
、
昼
夜

間
人
口
比
率
1
以
上
の
都
市
）
が

中
心
市
宣
言
を
行
い
、
近
隣
市
町

村
と
1
対
1
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。
圏
域
数
は
、

29
年
10
月
5
日
現
在
で
1
1
9
、

述
べ
5
0
5
団
体
。
こ
の
う
ち
、

将
来
像
や
取
り
組
み
な
ど
を
記
載

し
た
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
成
し
た
中
心
市
は
1
1
4
。

定
住
自
立
圏
に
取
り
組
む
市
町
村

に
は
、
財
政
措
置
や
事
業
の
優
先

採
択
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ
る
。

大
合
併
後
の
広
域
連
携
は
、
定
住

自
立
圏
設
置
も
含
む
、
多
様
な
選

択
肢
か
ら
各
地
域
・
市
町
村
が
地

域
の
実
情
や
戦
略
的
判
断
に
基
づ

き
自
ら
選
択
す
る
時
代
と
な
っ

た
。

③
新
た
な
広
域
連
携
制
度
（
連
携

協
約
、
事
務
の
代
替
執
行
等
）

（
平
成
26（
2
0
1
4
）年
〜
）

第
30
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申

（
平
成
25
年
6
月
25
日
）
で
は
広

域
連
携
を
一
層
進
め
る
た
め
、
よ

り
弾
力
的
な
広
域
連
携
制
度
が
求

め
ら
れ
た
。

答
申
を
受
け
た
26
年
の
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
連
携

協
約
制
度
や
事
務
の
代
替
執
行
制

度
を
創
設
。
地
方
公
共
団
体
は
こ

れ
ま
で
の
共
同
処
理
制
度
に
加
え
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
広
域
連
携

の
仕
組
み
が
選
択
可
能
と
な
っ
た
。

④
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
向
け

た
取
組
（
平
成
26（
2
0
1
4
）

年
〜
）

平
成
26
年
8
月
25
日
に
「
地
方

中
枢
拠
点
都
市
圏
構
想
推
進
要

【
4
面
へ
続
く
】

運用状況（Ｈ28．7．1現在）

175件（連携中枢都市圏の形成に係
る連携協約128件）
202件（消防41件、広域行政計画等
28件、救急23件）
444件（介護区分認定審査129件、公平委
員会117件、障害区分認定審査106件）
6443件（住民票の写し等の交付1417
件、公平委員会1141件、競艇854件）
2件（上水道に関する事務、公害防
止に関する事務各1件）
1493件（ごみ処理406件、し尿処理
337件、救急271件、消防270件）

116件（後期高齢者医療51件、介護
区分認定審査45件、障害区分認定
審査32件）

制度の概要

連携して事務を処理するに当たっての基本的な方
針及び役割分担を定めるための制度。
共同して管理執行、連絡調整、計画作成を行うた
めの制度。
委員会又は委員、行政機関、長の内部組織等を複
数の地方公共団体が共同で設置する制度。
事務の一部の管理・執行を他の地方公共団体に委
ねる制度。
事務の一部の管理・執行を当該地方公共団体の名
において他の地方公共団体に行わせる制度。
その事務の一部を共同して処理するために設ける
特別地方公共団体。
広域にわたり処理することが適当であると認めら
れる事務を処理するために設ける特別地方公共団
体。国又は都道府県から直接に権限や事務の移譲
を受けることができる。

共同処理制度

連携協約

協議会

機関等の
共同設置
事務の委
託
事務の代
替執行
一部事務
組合

広域連合

法人

設
立
を
要
し
な
い

設
立
を
要
す
る

都市研
「『
都
市
に
お
け
る
広
域
連
携
の
あ
り
方
』

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」（
概
要
）〈
上
〉

（表）

※報告書から抜粋して本紙が作成
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【
3
面
か
ら
続
く
】

綱
」
が
制
定
さ
れ
、
地
方
中
枢
拠

点
都
市
圏
構
想
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
た
。
地
方
圏
域
の
中
核
と

な
る
人
口
20
万
人
以
上
で
昼
夜
間

人
口
比
率
が
1
以
上
の
都
市
、
政

令
指
定
都
市
や
中
核
市
を
地
方
中

枢
拠
点
都
市
と
位
置
付
け
、
圏
域

全
体
の
経
済
の
活
性
化
や
生
活
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
地
方
が
踏
み

と
ど
ま
る
た
め
の
拠
点
を
形
成
す

る
。「

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
（
26
年
12
月
27
日
決

定
）
に
よ
り
、
重
複
す
る
概
念
で

あ
っ
た
国
土
交
通
省
の
高
次
地
方

都
市
連
合
、
経
済
産
業
省
の
都
市

雇
用
圏
を
連
携
中
枢
都
市
圏
へ
統

一
し
、
連
携
手
法
と
し
て
、
地
方

自
治
法
に
規
定
す
る「
連
携
協
約
」

の
活
用
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
総
務

省
で
は
、
地
方
中
枢
拠
点
都
市
圏

構
想
推
進
要
綱
を
「
連
携
中
枢
都

市
圏
構
想
推
進
要
綱
」
（
27
年
1

月
28
日
）
と
改
め
、
2
0
2
0
年

ま
で
に
30
圏
域
の
形
成
を
目
指
し
、

連
携
中
枢
都
市
圏
を
推
進
し
て
い

る
（
平
成
30
年
1
月
10
日
現
在
、

24
圏
域
）
。

播
磨
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
で

は
、
姫
路
市
単
独
で
実
施
し
た
企

業
誘
致
活
動
で
は
条
件
を
満
た
さ

な
か
っ
た
が
、
圏
域
内
の
宍
粟
市

へ
の
立
地
が
決
定
。
高
梁
川
流
域

連
携
中
枢
都
市
圏
で
は
、
お
試
し

住
宅
で
20
組
45
人
が
移
住
し
、
潜

在
保
育
士
を
対
象
と
し
た
研
修
で

90
人
が
就
職
・
復
職
し
て
い
る
。

圏
域
形
成
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

成
果
の
あ
ら
わ
れ
は
、
今
後
の
全

国
で
の
さ
ら
な
る
成
果
を
期
待
さ

せ
る
。

連
携
協
約
を
活
用
し
た
地
方
公

共
団
体
間
の
新
た
な
広
域
連
携
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
新

た
な
広
域
連
携
促
進
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
千
葉
市
、

市
原
市
、
四
街
道
市
は
、
27
年
6

月
に
同
事
業
の
委
託
団
体
に
決
定
。

3
市
を
1
圏
域
と
し
、
圏
域
全
体

の
定
住
促
進
や
経
済
の
活
性
化
、

保
育
事
業
を
中
心
と
し
た
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

現
状
把
握
や
具
体
的
な
施
策
立
案

を
検
討
、
連
携
計
画
書
を
取
り
ま

と
め
、
新
た
な
広
域
連
携
を
発
表

し
た
。

⑤
三
大
都
市
圏
の
市
町
村
間
の
広

域
連
携

三
大
都
市
圏
の
市
町
村
は
、
単

独
で
事
業
を
実
施
す
る
場
合
が
多

く
、
他
の
圏
域
と
比
較
し
て
市
町

村
合
併
も
広
域
連
携
も
進
ん
で
い

な
い
と
さ
れ
る
が
、
水
平
的
・
相

互
補
完
的
、
双
務
的
な
役
割
分
担

が
有
用
。
公
共
施
設
や
介
護
保
険

施
設
の
あ
り
方
な
ど
喫
緊
の
課
題

に
つ
い
て
、
連
携
し
て
検
討
し
、

連
携
協
約
に
基
づ
く
広
域
連
携
を

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
都
道
府
県
に
よ
る
補
完

第
31
次
地
制
調
答
申
（
平
成
28

年
3
月
16
日
）
で
示
さ
れ
た
都
道

府
県
等
に
お
け
る
補
完
の
あ
り
方

の
具
体
化
を
検
討
す
る
た
め
、
総

務
省
に
設
置
さ
れ
た
「
広
域
連
携

が
困
難
な
市
町
村
に
お
け
る
補
完

の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
が

決
定
し
た
報
告
書
（
29
年
6
月
30

日
公
表
）
で
は
、
都
道
府
県
の
補

完
事
務
は
地
方
分
権
一
括
法
に
よ

る
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
再

構
成
さ
れ
、
都
道
府
県
の
事
務
範

囲
・
リ
ソ
ー
ス
は
縮
小
し
た
な
ど

の
指
摘
を
し
た
。

今
後
は
、
地
域
ご
と
に
求
め
ら

れ
る
役
割
に
応
じ
た
新
し
い
都
道

府
県
像
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
小

規
模
市
町
村
は
、
人
口
減
少
の
加

速
に
よ
り
増
加
が
予
想
さ
れ
、
都

道
府
県
や
大
都
市
な
ど
の
補
完
・

支
援
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）広
域
連
携
の
現
状
、
課
題
及

び
問
題
に
つ
い
て

①
都
市
を
中
核
と
す
る
広
域
連
携

昭
和
20
年
の
1
万
5
2
0
市
町

村
か
ら
、
平
成
29
年
11
月
1
日
現

在
で
、
1
7
1
8
市
町
村
。
町
村

中
心
の
施
策
で
人
口
の
約
9
割
を

カ
バ
ー
で
き
た
時
代
か
ら
、
人
口

の
50
％
以
上
が
大
都
市
に
居
住
し
、

都
市
の
役
割
が
よ
り
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

政
令
市
・
中
核
市
・
施
行
時
特

例
市
の
創
設
や
権
限
移
譲
の
進
展

な
ど
、
都
市
の
果
た
す
役
割
が
大

き
く
な
り
、
大
都
市
圏
で
は
、
県

の
役
割
が
相
対
的
に
小
さ
く
な
る

一
方
、
地
方
の
県
で
は
、
大
都
市

が
少
な
く
、
引
き
続
き
県
の
役
割

が
大
き
い
。

行
政
改
革
な
ど
に
よ
り
昭
和
49

年
か
ら
平
成
27
年
の
市
町
村
の
職

員
数
が
、
約
1
0
3
万
2
0
0
0

人
か
ら
95
万
6
0
0
0
人
へ
と
減

少
。
一
方
、
昭
和
49
年
の
一
般
行

政
職
員
比
、
都
道
府
県
32
・

6
％
、
市
町
村
67
・
4
％
が
、

平
成
27
年
時
点
で
、
都
道
府

県
25
・
4
％
、
市
町
村
74
・

6
％
と
な
っ
て
い
る
。

役
割
が
拡
大
し
た
都
市
自

治
体
の
力
が
求
め
ら
れ
、
都

市
を
中
核
と
す
る
広
域
連
携

が
有
効
と
さ
れ
、
定
住
自
立

圏
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形

成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
広
域
連
携
に
お
け
る
都
市

の
現
状
（
都
市
が
直
面
す

る
様
々
な
課
題
）

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
の

時
代
で
は
▽
都
市
の
活
力
の

低
下
▽
人
口
密
度
の
低
下
▽

地
域
の
つ
な
が
り
の
弱
体
化

▽
地
域
施
設
の
維
持
管
理
の

負
担
の
増
加
、
サ
ー
ビ
ス
機
能
の

低
下
▽
空
き
家
の
増
加
―
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③
広
域
連
携
に
係
る
課
題
及
び
問

題研
究
会
の
調
査
で
は
、
加
盟
82

市
の
う
ち
56
市
が
広
域
連
携
に
関

す
る
政
策
・
施
策
に
課
題
・
問
題

が
あ
る
と
す
る
（
グ
ラ
フ
）
。

圏
域
の
形
成
、
連
携
事
業
の
推

進
で
は
、
連
携
中
枢
都
市
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
視
さ
れ
る
。

連
携
協
約
の
締
結
で
の
議
会
の
議

決
に
よ
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
確
保
な
ど
が
重
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
議
員
と
市
民
と
の
直

接
の
意
見
交
換
も
進
ん
で
い
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
い
て
、

議
会
の
監
視
機
能
や
住
民
意
思
の

反
映
な
ど
広
域
連
携
へ
の
関
わ
り

が
大
き
く
注
目
さ
れ
る
。

（
3
）広
域
連
携
の
多
面
的
な
役
割

に
つ
い
て

①
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
主
な
事

務
の
共
同
処
理
の
仕
組
み

3
面
表
を
参
照
。

②
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
展
開

連
携
協
約
で
は
、
住
民
全
体
の

暮
ら
し
を
支
え
る
観
点
か
ら
①
圏

域
全
体
の
経
済
の
け
ん
引
②
高
次

の
都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
③
圏

域
全
体
の
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
―
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

各
自
治
体
は
、
社
会
経
済
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
圏
域
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
ネ
ッ
ト
社
会
の
到
来
へ
の
対
応

等Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
地
理
的
制
約
を
超
え
、

遠
隔
自
治
体
と
の
広
域
連
携
も
考

え
る
こ
と
が
必
要
。
連
携
協
約
が

広
く
展
開
さ
れ
れ
ば
、
市
町
村
が

必
要
と
す
る
事
業
領
域
や
都
合
の

良
い
と
こ
ろ
だ
け
で
広
域
連
携
が

可
能
と
な
る
。
今
後
の
広
域
連
携

の
目
的
、
取
り
組
み
の
効
果
は
よ

り
多
面
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

グラフ（複数回答あり）
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